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40代からの子育て

思文閣美術館＿松谷みよ子の仕事展

ダニ対策の心得
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　梅雨時から蒸し暑い夏を通りすぎるまで、ダニにとって

繁殖するのに好条件な高温多湿の状態が続きます。

　ダニに刺されたり、アレルギーでお悩みの方もいらっし

ゃるかもしれませんが、少しでもダニの被害を防ぐために

こんなダニ対策を心掛けてみてはいかがでしょうか。

◆湿気を取る
室内の除湿にはエアコンや除湿機を使うのがおすすめ。

そして湿気の多い場所には除湿剤を置き、ダニの好む湿気を取り除きましょう。

特に押入れやシンク下などは湿気がちなので、時には戸を開け放し通気を忘れずに。

また晴れた日には寝具を天日干しし、乾燥させてダニの繁殖を抑えましょう。

たたくと※アレルゲン（アレルギーを起こす物質）が浮き上がるので、干した後は掃除

機のノズルにストッキングやナイロンの靴下をかぶせたものか、布団専用のノズルを

使って寝具に掃除機をかければ、ダニは半数ほどに減ると言われています。

◆しっかり掃除する
畳やじゅうたんの床であれば、一畳あたり２０～３０秒

（６畳の部屋で２～３分）かけて毎日丁寧に掃除機がけを

するのが理想的。毎日掃除しても、ホコリ１ｇ中にダニは

２００匹はいると言いますから、日々の掃除を怠ると大変

なことになりかねません。

また家具を壁から少しあけて置くと、家具の裏の掃除がし

やすくなる上、湿気がこもりづらくなります。

◆寝具をケアしてアレルゲンを除去する
ダニの糞は水に溶けるので、アレルゲンの除去には寝具を丸洗いするのが有効的。

押入れにしまっておいた時に付いたホコリやダニが、ぜんそく等の原因になること

もあるので、使用前に洗濯や掃除機がけを行いましょう。

また、寝具の綿打ち直しをすると詰まったホコリやダニを取り除くことができるの

で、綿布団であれば１０年に一度をめどに、お近くの寝具屋さんでやってもらって

はいかがでしょうか。

《関連イベント》

★「龍の子太郎」人形劇映画上映会
　龍になった母をたずねて旅に出た太郎が、
　幾多の困難を乗り越えたくましく成長して
　ゆく物語。松谷みよ子さんの名著を1966年
　当時の貴重なフィルムで上映します。

　　日時：2008年8月4日（月）
　　　　　午前11時～/午後2時～（2回上映）
　　定員：午前午後ともに先着70名・予約制
　　　  ※上映会チケットを入館料とのセット
　　　　　価格にて販売します。
　　　　　一般・1200(1000)円　高大生・900(700)円　
　　　　　小中生・600(400)円  （ ）内は前売り価格
　　    ※チケット購入方法等、詳細は当館までお問い合わせください。
　　　　　
★読み聞かせ
　松谷さんの著書の読み聞かせを開催します。
　モモちゃんのお話や民話の世界、平和を語る絵本『まちんと』など、心地よいリズム
　で綴られた物語世界は読み聞かせにも最適です。お子様と一緒に是非ご参加ください。 

　　日時：2008年7月26日(土)・8月2日(土)
　　　　　8月9日(土)　午後2時～
　　    ※読み聞かせのある土曜日は、幼児を
　　　  お連れの保護者の方は入館無料です。
　　

松谷みよ子の仕事展
2008年7月5日(土)～8月17日(日)

〒606-8203　京都市左京区田中関田町2-7　　
TEL.075-751-1777／FAX.075-762-6262
URL　http://www.shibunkaku.co.jp/artm/　

□開館時間　月曜休館　

□入 館 料：一般700円（600円）高大生500円（400円）

　　　　　　小中生300円（200円）

　　　　　　（ ）内は前売・団体10名以上の料金

思 文 閣 美 術 館

　名著『龍の子太郎』のために筆をとってから50年にあたる今年、当館では「松谷みよ子

の仕事展」を企画いたしました。今もなお精力的に活動を続ける松谷みよ子さんの作品に

あふれる魅力の深さ、広さを彼女の人生と作品を追いながらご紹介します。

　「やっと受かったわー、」久し振りに聞

く息子の弾んだ声に私まで嬉しく、皆が寝

静まった夜更けに「よかったな～。」と思

わず声を張り上げてしまった。

　４月の追試から一ヶ月余り、やっと卒業

試験の合格を手にして長かった息子の学生

生活も幕を閉じる。13歳で家を後にして

から10年もの月日が流れた。

　春、夏の休みにお正月。一年の３分の１

は日本での生活であったが、毎日の寂しさ

に変わる事は無く、何より息子のいないお

節句はどうしても大将さんや鯉のぼりを出

す事が出来ずに、とうとう一度も飾る機会

を得なかった。娘が小学校受験をした三年

前の春だけは、かろうじて小さな鯉のぼり

を飾ったぐらいである。

　反対に節分と端午の節句には、必ず日本

から豆や柏餅の形をしたクッキーや、粽風

チョコレートなる物を探しては贈った。

　五月の連休は娘の学校も十日間という長

い休みになったので、春休みも戻れなかっ

た息子を訪ねようと主人と共に三人でロン

ドンに向かった。息子がアルバイトをして

いるカフェや画廊を訪ね、いつも可愛がっ

て頂いているオーナーにご挨拶も出来た。

　電話で聞く日常を生で感じ、アルバイト

先で「此処のサンドイッチは美味しいで。」

と聞かされていたサンドイッチを頬張り、

息子のたてたコーヒーを飲む。

　ロンドンの繁華街ピカデリーサーカスの

裏手にあるゴールデンスクエアーに位置す

る、ノルディックベーカリーと言う名のこ

のアルバイト先は、日本でも人気があるら

しく、絶え間なく広くも無いこのカフェに

観光客が訪れる。スウェーデン人のオーナ

ーは美術にも造詣が深く、色々な意味で息

子と気が合うらしい。

　東京に支店を出す話しも進んでおり、唯

一の日本人である息子は経営面での相談も

受ける。日本人留学生の中でも語学力は姿

を見なければイギリス人と変わらぬ程レベ

ルの高い学生は多いけれど、反対に母国語

である日本語がお粗末な学生が多いらしく、

息子のように毎日日本の小説を読み耽り、

母国の歴史を語り出すと止まらない位に饒

舌になる人種は珍しがられ、音楽関係の知

り合いからも時々レコーディング時の歌詞

の翻訳を頼まれる。こんなアルバイトが結

構な収入になるらしく、すこぶる物価の高

いロンドンでの生活に潤いをもたらせてく

れるらしい。

　毎日の大切な足である自転車も、ワンラ

ンク上の物を購入でき大満足だと喜んでい

た。何処に行くにも直ぐ「タクシーに乗ろ

う。」と言う私を尻目に『もう、すぐそこ

やから。』と、何時も同じ台詞で徒歩を余

儀なくされ、気が付けば腰に嵌めた万歩計

が二万歩を指す日も珍しくなかった。

　滞在して程なく、息子が研修生として働
いているパラダイスローと言う画廊で夜に
レセプションが開かれ、娘も同伴して伺っ
た。シャンパンを片手に多くの正装した人
々が今日の主役であるロシアで活躍中の若
手女性芸術家の作品を囲み、思い思いのジ
ョークを入り混ぜながら会話を弾ませてい
る。

　ブリックレーンという街にある古い教会
の隣に建つこのレンガ造りの味わいある建
物の明かりは、何時までも消える事無く煌
々と夜の闇を照らしている。眠い目を擦り
だした娘の手をとり、レセプションの成功
で上機嫌の息子と別れてホテルに向かった。
　この日を迎えるまでの準備が本当に大変
だといつも電話で嘆いていた。ある日は五
十畳は優にあるであろう会場の天井を、作
品のイメージに合わせ黒く塗った所、間際
になって反対に際立つほうがいいだろうと
言う事になり、急遽ほぼ一人で白く塗り直
した事があり、余程辛かったのか一時間余
り夜中の電話で私に愚痴をぶつけていた。
　人に指図する前に自分で片付けてしまう
所が主人に似ているらしく、「気持ちがわ
かる。」と常は息子に厳しい主人も久々に
同情の思いに至ったらしい。
　やっと迎えたレセプションの日に、多く
の知り合いや友人に囲まれてにこやかに時
を過ごす息子が、今日は少し頼もしく見え
た。

　「もう荷物重すぎで歩けへんかった。」
長い髪も汗でべっとり濡れている。早速お
風呂に入りアイスキャンディーを頬張りな
がら、「明日からどうすんの。」と娘は気

ぜわしい。始まってしまった楽しい夏休み
の事で頭が一杯らしい。
　漢字検定に単元ごとの研究発表やテスト、
毎日多くのプリントや課題研究をこなして
きた。二学期生でまだ楽ではあるが、オリ
ジナルのテキストで進む日常の進路は早く、
担任を含め先生方は落ちこぼれた生徒を作
らない様に常に補修を行ったりと、これま
た大変である。
　娘は三年生になり落ち着いてきたのか、
兎に角学校が楽しくて仕方がない様子で、
今日のクラス対抗のドッチボール大会で優
勝したと大喜びで帰ってきた。
　ビザの関係や就職活動で夏も帰れないと
言う息子に会いたくて、五月の訪英でお金
も時間も使い果たしたとつれない主人に期
待は薄く、運命に掛けようと狙った日にち
が大当たりで、夏のハイシーズンになんと
娘と二人分のビジネス往復チケットを貯ま
ったマイレージでゲットした。
　早速息子に日にちを伝え三人で夏のロン
ドンを満喫しようと張り切って居た所、弟
から電話があり、実家がザルツブルグで行
われるアートフェアーに出店する際の通訳
に、息子に来て欲しいと言うではないか。
弟の話に「多分無理やわ。」と断ったもの
の、「一回本人にちゃんと聞いてくれやー。」
と押し切られ、息子は二つ返事で「ママに
は悪いけど、絶対勉強になるし行くわ。」
と即答した。
　そんな流れでイギリス滞在がザルツブル
グに変わり、何とかゲットした無料チケッ
トを生かして、娘と共に十日後には機上の
人となる。

松谷みよ子さん


